
産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業
インターンシップ等の取組拡大

【取組概要】
広域多摩（東京都多摩地域とこれと隣接する神奈川県中央部および埼玉県南西部）には、製品開発力を有する企業とそ
れを支える高度な基盤技術を有する企業が数多くあり、日本のものづくり産業を支える重要な地域（産業クラスター）となっ
ています。しかし、その多くは、中堅・中小、小規模企業で、近隣に数多くの大学があるにも係らず、大学生の強い大企業
志向等に阻まれ、優秀な人材の確保に苦労しています。

そこで、昨今、大学生と中堅・中小企業のミスマッチ解消に向けた取組が行われ、一定の成果を挙げていますが、アベノ
ミクスによる景気の拡大に伴い、大企業が新卒採用枠を拡大していることから、２０１６年春入社以降の人材確保に更に苦
労する可能性があります。また、同時期に大学側においても、就職活動期間が後ろ倒しになることから、学生の企業研究
期間が短くなるので、低学年次からのキャリア意識の醸成がより重要になります。

広域多摩の産学官公のなかで、本事業に賛同すると共に、責任を持ち参画する機関で、広域多摩中小企業インターン
シップ推進委員会を結成して、下記の事業に取り組みます。なお、対象企業は広域多摩に限定します。また、大学は関東
山梨地域大学グループ協議会に参加する14大学から本事業に参画する7大学とします。本事業は幹事校電気通信大学、
副幹事校創価大学のリーダーシップの下で参加団体が委員会を結成、ＰＤＣＡサイクルを回して成果をあげる体制を構築
します。

平成26年8月～9月に実施された短期中小企業研究インターンシップには、 8企業に7大学から180名が参加しました。

本取組の達成目標

関東甲信越地域 電気通信大学グループ（参加校７校）

〈広域多摩中小企業インターンシップ推進事業〉
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25年 27年 25年 27年 25年 27年
電気通信大学 52 75 1.5 2.3 128 138 1
亜細亜大学 132 200 2.1 3.1 66 150 1
北里大学 10 30 1.6 4.7 5 10 1
創価大学 87 160 7.1 13.0 4 15 1
東京経済大学 180 220 2.8 3.4 114 124 2
神奈川工科大学 82 150 1.6 3.0 47 100 2
山梨英和大学 43 60 8.6 12.0 28 40 1


